
 

 

 

 

 
 

       

黒

猫

 

         
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 



 

 

 

 

 
 

 

人

 

物 
稲

葉

和

美

（
２

７

）
光

本

商

事

の
社

員 
橋

目

絵

里

（
２

６

）
和

美

の
先

輩 

桜

井

春

奈

（
３

０

）
和

美

の
先

輩 

松

本

玲

子

（
２

９

）
和

美

の
先

輩 

稲

葉

信

子

（
５

０

）
和

美

の
母 

稲

葉

節

子

（
８

７

）
和

美

の
祖

母 

松

本

隆

（
４

７

）
和

美

の
上

司 

            



 

 

 

 

〇

街

路

（
朝

） 

 
 

 

自

転

車

に

乗

っ
た

稲

葉

和

美

（
２

７

）
が

古

び

た

商

店

街

を

走

っ
て

い
る

。 
ふ

と

和

美

の
目

の
前

を

黒

ネ

コ
が

横

切

る

。 

和

美

、
黒

ネ

コ
を

見

る

が

、
気

に

留

め

な

い

様

子

。
和

美

は

、
大

通

り

に

出

て

信

号

待

ち

を

し

て

い
る

。 

す

る

と

、
追

い
車

線

を

越

た

軽

自

動

車

が 

大

型

ト

ラ

ッ

ク

に

正

面

衝

突

す

る

。 

和

美

、
茫

然

と

事

故

を

見

て

い
る

。 

大

勢

の
人

だ

か

り

が

で

き

、
軽

自

動

車

の
中

に

い

る

人

が

救

出

さ

れ

る

。 

血

だ

ら

け

に

な

っ
て

搬

送

さ

れ

る

少

女

。 

和

美

、
恐

ろ

し

く

な

っ
て

事

故

現

場

か

ら

逃

げ

る

。 

 

〇

光

本

商

事

・
オ

フ

ィ

ス 

テ

ロ

ッ
プ

 

光

本

商

事 

テ

ー

ブ

ル
を

囲

ん

で

弁

当

を

食

べ
る

和

美

と

桜

井

春

奈

（
３

０
）
、
松

本

玲

子

（
２

９
）
、
橋



 

 

 

 

目

絵

里

（
２

６
）
。 

春

奈

、
玲

子

、
絵

里

の
笑

い
声

が

響

く

。 

春

奈
「

ね

ぇ

、
う

ち

の
旦

那

、
外

車

買

う

こ

と

に

し

た

の

よ

」 

玲

子
「

羨

ま

し

い
！

春

奈

さ

ん

。
う

ち

な

ん

か

軽

自

動

車

が

や

っ
と

よ

」 

春

奈
「

和

美

さ

ん

は

、

い

つ
ま

で

自

転

車

に

乗

っ
て

る

つ
も

り

？

軽

自

動

車

く

ら

い
な

ら

買

え

る

ん

じ

ゃ

な

い
？

」 

春

奈

、
玲

子

、
絵

里

、
笑

っ
て

い
る

。 

和

美

、
下

を

向

い

て

も

じ

も

じ

す

る

。 

玲

子

、
嬉

し

そ

う

に 

玲

子
「

そ

う

い
え

ば

、
こ

の
間

春

奈

さ

ん

が

い

い

っ

て

言

っ
て

い

た

下

着

、
買

い
ま

し

た

よ

」 

春

奈
「

そ

う

な

の
玲

子

さ

ん

。
よ

か

っ
た

。
と

っ
て

も

い

い

で

し

ょ
？

絵

里

さ

ん

も

よ

か

っ
た

ら

買

っ

て

み

た

ら

？

」 

絵

里

、
少

し

意

地

悪

そ

う

に

、 

絵

里
「

私

よ

り

、
和

美

さ

ん

に

振

っ
て

あ

げ

て

く

だ

さ

い

よ

」 



 

 

 

 

そ

う

言

っ
て

、
和

美

の
胸

元

を

見

る

。 
和

美
「

私

は

い

い

の

。
こ

の

ま

ま

で

」 

和

美

、
恥

ず

か

し

そ

う

に

う

つ
む

く

。 

 

〇

稲

葉

家

・
表

（
夕

） 

 
 

 

鉄

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

の
三

階

建

て

住

宅

。 

 
 

 

表

札

に

、
稲

葉

家

の
文

字

。 

和

美

が

自

転

車

を

降

り

、
玄

関

へ
入

ろ

う

と

し

た

瞬

間

、
ま

た

も

や

黒

ネ

コ
を

見

る

。 

黒

ネ

コ
は

塀

に

乗

り

移

り

、
隣

の
敷

地

へ
と

向

か

っ
て

い
く

。
そ

れ

を

な

に

げ

な

く

見

て

い
る

和

美

。
和

美

、
玄

関

の
扉

を

開

け

て

、 

和

美
「

た

だ

い
ま

ー

」 

誰

の
返

事

も

な

い

。
和

美

、
家

の
中

を

見

渡

す

。
稲

葉

節

子

（
８

７

）
が

居

間

の

ソ

フ

ァ

ー

近

く

で

倒

れ

て

い
る

。 

和

美
「

お

ば

あ

ち

ゃ

ん

！

」 

 
 

 

和

美

、
お

ば

あ

ち

ゃ

ん

を

揺

り

起

こ

そ

う

と

す

る

。 

〇

同

・
表

（
夕

） 



 

 

 

 

救

急

車

の

タ

ン

カ

で

祖

母

が

運

ば

れ

る

。 

心

配

そ

う

に

和

美

が

救

急

車

を

見

送

る

。 

そ

こ

へ
稲

葉

信

子

（
５

０

）
が

帰

宅

す

る

。 
信

子

、
救

急

車

を

見

て

、 

信

子
「

和

美

、
何

か

あ

っ
た

の
？

」 

和

美
「

お

母

さ

ん

！

お

ば

あ

ち

ゃ

ん

が

倒

れ

た

の

」 

和

美

、
涙

目

。 

 

〇

同

・
リ

ビ

ン
グ

（
夜

） 

和

美

が

ソ

フ

ァ
ー

で

し

ょ

ん

ぼ

り

し

て

い
る

。

信

子

が

お

茶

を

入

れ

て

い
る

。 

信

子

、

ソ

フ

ァ
ー

に

座

る

。 

和

美
「

お

ば

あ

ち

ゃ

ん

、
死

ん

じ

ゃ

っ
た

ら

ど

う

し

よ

う

？

」 

信

子

、
和

美

の
言

葉

を

無

視

す

る

。 

和

美
「

お

母

さ

ん

、
お

ば

あ

ち

ゃ

ん

の

こ

と

、
心

配

じ

ゃ

な

い

の
？

」 

信

子

、
笑

っ
て

、 

信

子
「

そ

ん

な

こ

と

な

い
わ

よ

。
そ

ん

な

に

心

配

だ

っ
た

ら

、
明

日

、
お

見

舞

い

に

行

っ
て

み

ま

し

ょ



 

 

 

 

う

よ

」 
和

美
「

う

ん

」 

和

美

、
嬉

し

そ

う

に

微

笑

む

。 

 

〇

光

本

商

事

・
オ

フ

ィ

ス 

パ

ソ

コ

ン

に

向

か

っ
て

い
る

和

美

。 

玲

子

が

和

美

に

近

寄

っ
て

来

る

。 

玲

子
「

和

美

さ

ん

、
悪

い
け

ど

お

客

様

に

お

茶

を

入

れ

て

く

だ

さ

ら

な

い
？

」 

和

美
「

私

が

・

・
で

す

か

？

」 

玲

子

、
冷

や

や

か

に

笑

っ
て

、 

玲

子
「

私

、
今

ち

ょ

っ
と

手

が

離

せ

な

い

の

よ

。
和

美

さ

ん

、
暇

で

し

ょ
？

」 

和

美

、
ト

ゲ

の
あ

る

言

葉

に

戸

惑

い
な

が

ら

も

、 

和

美
「

は

い

、
分

か

り

ま

し

た

」 

和

美

、
給

湯

室

で

お

茶

を

入

れ

て

い
る

。 

は

ず

み

で

湯

呑

が

倒

れ

、
お

茶

が

こ

ぼ

れ

て

し

ま

う

。
和

美

の
目

に

涙

が

あ

ふ

れ

る

。 

 



 

 

 

 

〇

中

本

病

院

・
節

子

個

室

（
朝

） 

窓

か

ら

は

青

い
空

が

見

え

て

い
る

。 

信

子

、
花

を

花

瓶

に

生

け

て

い
る

。 
和

美

が

節

子

の
脇

に

座

っ
て

い
る

。 

和

美
「

調

子

は

ど

う

？

お

ば

あ

ち

ゃ

ん

」 

節

子
「

と

っ
て

も

い

い
わ

よ

。
早

く

退

院

し

た

い

わ

」 

信

子
「

ダ

メ

で

す

よ

、
お

ば

あ

ち

ゃ

ん

。
あ

と

一

週

間

く

ら

い

は

安

静

に

し

て

く

だ

さ

い

っ
て

、
先

生

い

が

お

っ
し

ゃ

っ
て

ま

し

た

か

ら

・

・

」 

節

子
「

信

子

さ

ん

は

、
私

が

い
る

と

邪

魔

み

た

い
だ

ね

ぇ

」 

信

子

、
苦

笑

い

し

て

、 

信

子
「

そ

ん

な

こ

と

あ

り

ま

せ

ん

よ

・

・

」 

 
 

和

美

、
場

を

和

ま

せ

る

よ

う

に

、 

和

美
「

で

も

、
た

だ

の
過

労

で

良

か

っ
た

！

」 

和

美

、
笑

顔

。 

 

〇

光

本

商

事

・
オ

フ

ィ

ス

（
朝

） 

和

美

が

資

料

を

整

理

し

て

い
る

。 



 

 

 

 

和

美

の
手

が

ふ

と

止

ま

る

。 

視

線

の
先

に

は

、
窓

の
外

の
木

の
枝

上

に

い

る

黒

ネ

コ

。
黒

ネ

コ
は

、
自

分

の
腕

を

念

入

り

に

な

め

て

い
る

。 

和

美

、
ぶ

る

っ
と

体

を

震

わ

す

。 

和

美
「

何

も

な

い
と

い

い
け

ど

・

・

」 

和

美

、
心

配

気

な

表

情

。 

 

〇

同

・
オ

フ

ィ

ス

（
夕

） 

時

計

は

午

後

六

時

半

を

指

し

て

い
る

。 

和

美

、

パ

ソ

コ

ン

の
蓋

を

閉

じ

る

。 

ふ

と

空

い

て

い
る

席

に

目

を

移

す

。 

和

美
「

今

日

、
春

奈

さ

ん

ど

う

し

た

の

か

し

ら

？

春

奈

さ

ん

が

欠

勤

な

ん

て

珍

し

い
わ

」 

和

美

、
大

部

屋

を

出

て

帰

ろ

う

と

す

る

。 

ノ

ブ

に

手

を

か

け

た

瞬

間

、
扉

が

開

い

て

松

本

隆

（
４

７

）
が

血

相

を

変

え

て

入

っ
て

来

る

。 

松

本
「

大

変

だ

！

春

奈

さ

ん

が

亡

く

な

っ
た

・

・

」 

松

本

、
唇

が

紫

色

に

な

っ
て

い
る

。 



 

 

 

 

和

美
「

え

っ
？

」 

和

美

、
顔

が

蒼

白

に

な

る

。 

 

〇

桜

井

家

・
葬

儀

場 

 
 

 

桜

井

家

・
葬

儀

場

の
表

示

。 

 
 

 

曇

り

空

が

広

が

っ
て

い
る

。 

受

付

に

た

く

さ

ん

の
人

々

が

参

列

し

て

い
る

。

松

井

や

玲

子

の
姿

も

あ

る

。 

和

美

、
列

に

並

び

記

帳

す

る

。 

後

か

ら

来

た

絵

里

が

和

美

に

気

付

き

、
近

づ

い

て

く

る

。 

絵

里
「

和

美

さ

ん

聞

い
た

？

春

奈

さ

ん

、
誰

か

に

殺

さ

れ

た

ら

し

い
わ

よ

・

・

」 

和

美
「

え

っ
？

」 

 

〇

フ

ラ

ッ

シ

ュ
バ

ッ

ク

・
光

本

商

事

・
オ

フ

ィ

ス

（
朝

） 

和

美

が

資

料

を

整

理

し

て

い
る

。 

和

美

の
手

が

ふ

と

止

ま

る

。 

視

線

の
先

に

は

、
窓

の
外

の
木

の
枝

上

に

い



 

 

 

 

る

黒

ネ

コ

。
黒

ネ

コ
は

、
自

分

の
腕

を

念

入

り

に

な

め

て

い
る

。 

和

美

、
ぶ

る

っ
と

体

を

震

わ

す

。 

 
 

 
 

（
フ

ラ

ッ

シ

ュ
バ

ッ

ク

終

わ

り

） 

 

〇

も

と

の
葬

儀

場 

和

美

、
わ

な

わ

な

と

震

え

る

。 

和

美

、
乾

い

た

声

で

、 

和

美
「

は

、
犯

人

は

誰

だ

っ
た

の
？

」 

絵

美
「

さ

あ

、
ま

だ

分

か

っ
て

な

い
ら

し

い
わ

」 

和

美

、
泣

き

崩

れ

る

。
絵

美

、
途

方

に

く

れ

た

よ

う

に

和

美

を

見

つ

め

て

い
る

。 

玲

子

が

葬

儀

場

か

ら

出

て

行

く

。 

ソ

ワ

ソ

ワ

し

た

様

子

の
玲

子

。 

和

美

と

恵

美

、
葬

儀

場

か

ら

出

て

行

こ
う

と

す

る

と

、
雨

が

し

と

し

と

と

降

っ
て

来

る

。 

絵

美
「

天

気

予

報

通

り

ね

」 

絵

美

、
傘

を

さ

す

。
傘

を

持

っ
て

い
な

い
和

美

に

近

寄

り

、
傘

の
中

に

和

美

を

入

れ

る

。 

和

美
「

あ

り

が

と

う

・

・
絵

里

さ

ん

」 



 

 

 

 

 
 

 

和

美

、
う

つ
む

き

加

減

。
目

線

を

上

げ

た

瞬

間

、
道

の
真

ん

中

で

和

美

を

見

つ

め

る

黒

ネ

コ
と

目

が

合

う

。
和

美

、
震

え

が

止

ま

ら

な

い

。 

絵

里

、
心

配

気

に

、 

絵

里
「

和

美

さ

ん

、
大

丈

夫

？

」 

絵

里

が

和

美

の
顔

を

覗

き

込

む

。 

和

美
「

え

、
え

え

・

・

」 

和

美

、
怯

え

な

が

ら

も

、
絵

里

と

歩

き

出

す

。

和

美

と

絵

里

が

葬

儀

場

か

ら

出

た

途

端

、
一

台

の

パ
ト

カ

ー

が

目

に

付

く

。 

玲

子

が

警

官

二

人

に

連

行

さ

れ

て

い
く

。 

絵

里

、
傘

を

落

と

す

。 

和

美

と

絵

里

、
茫

然

と

走

り

去

っ
て

い
く

パ

ト

カ

ー

を

見

つ

め

て

い
る

。 

 

和

美

Ｎ
「

そ

れ

か

ら

私

の
前

に

黒

ネ

コ
が

現

れ

る

こ

と

は

あ

り

ま

せ

ん

で

し

た

。
あ

の
黒

ネ

コ
は

、
も

し

か

し

た

ら

、
人

の
『

怨

念

』
が

引

き

寄

せ

た

も

の

だ

っ
た

の

で

し

ょ
う

か

？

」 


